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【
あ
い
さ
つ
】

　

こ
の
た
び
副
町
長
を
拝
命

し
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を
痛

感
し
て
い
ま
す
。
微
力
で
は

あ
り
ま
す
が
、
誠
心
誠
意
町

長
を
補
佐
し
、
町
政
発
展
の

た
め
全
力
で
そ
の
職
責
を
全

う
す
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

【
略
歴
】

　

昭
和
48
年
鞍
手
町
に
奉

職
、
水
道
課
長
、
ま
ち
づ
く

り
対
策
課
長
、
建
設
課
長
、

企
画
財
政
課
長
を
歴
任
し
、

平
成
22
年
５
月
20
日
退
職

　
　
　
　
　
　

○
平
成
21
年
度
一
般
会
計
予

算
を
補
正（

全
員
賛
成
で
承
認
） 

　

　

国
、
県
支
出
金
、
地
方
譲
与

税
及
び
県
交
付
金
、
地
方
交

付
税
等
の
確
定
が
遅
れ
た
こ

と
、
歳
出
の
執
行
残
を
減
額
し

た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
１
６
９
２
万

円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を

62
億
２
７
１
７
万
円
と
し
ま

し
た
。

○
平
成
21
年
度
下
水
道
会
計

予
算
を
補
正

（
全
員
賛
成
で
承
認
）

　

一
般
会
計
基
金
繰
入
金
の

減
額
や
町
債
の
減
額
、
歳
出

の
執
行
残
を
減
額
し
た
こ
と

な
ど
に
よ
り
関
係
予
算
項
目

を
調
整
し
、
予
算
総
額
を

７
億
５
３
３
１
万
円
と
し
ま

し
た
。

　
　
　
　

○
平
成
21
年
度
か
ん
が
い
施           

設
会
計
予
算
を
補
正

（
全
員
賛
成
で
承
認
）

　

平
成
21
年
度
予
算
に
お
い

て
、
事
業
費
の
執
行
残
を
減

額
し
た
こ
と
に
伴
い
関
係
予
算

項
目
を
調
整
、
予
算
総
額
を

５
５
４
１
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
　
　
　

　
　
　

 

　
　○

平
成
21
年
度
谷
山
池
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
水
利
施
設
会
計
予

算
を
補
正

　
　
　
（
全
員
賛
成
で
承
認
） 

　
　
　

　

平
成
21
年
度
予
算
に
お
い

て
、
歳
出
の
執
行
残
の
減
額

を
行
っ
た
こ
と
に
伴
い
関
係
予

算
項
目
を
調
整
、
予
算
総
額

を
７
７
９
万
円
と
し
ま
し
た
。

臨　時　会
　平成 22 年第 3回臨時会が５月 20 日に開催され、副町長の選任をはじめ、専決処分の
承認など５議案を審議し、いずれも同意・承認しました。

副
町
長
に
本
松
氏

専
決
処
分
の
承
認

新
北
排
水
機
場

　

平
成
22
年
第
３
回
臨
時
会
が
５
月
20
日
に
開
催
さ
れ
、
古
野

和
雄
氏
の
後
任
の
副
町
長
に
本
松
吉
憲
氏
を
全
会
一
致
で
選

任
、
同
意
し
ま
し
た
。

         本
も と ま つ き ち の り

松 吉 憲  氏（59 歳）
　　住　所　中山２０２１番地１
　　任　期　平成 22 年５月 21 日
　　　　　～平成 26 年５月 20 日

谷
山
池
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元
会
計
収
納
対
策
課
職
員

に
よ
る
公
金
横
領
事
件
の
判

決
に
つ
い
て
、
行
政
報
告
を

い
た
し
ま
す
。

　

事
件
発
覚
以
来
、
町
民
の

皆
様
並
び
に
町
議
会
議
員
各

位
に
多
大
な
る
ご
迷
惑
と
ご

心
配
を
お
掛
け
し
ま
し
た
こ

と
に
、
改
め
て
お
詫
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
21
年
11
月
19
日
に
元

職
員
が
１
億
５
０
９
９
万
６

２
８
０
円
を
業
務
上
横
領
し

た
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
、
同
年

12
月
10
日
に
１
億
４
０
０
０

万
３
３
０
０
円
を
、
又
本
年

２
月
22
日
に
５
０
９
５
万
２

９
８
０
円
に
つ
い
て
も
横
領

し
た
こ
と
で
、
福
岡
県
地
方

検
察
庁
直
方
支
部
へ
送
検
、

起
訴
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
４

月
28
日
福
岡
地
方
裁
判
所
直

方
支
部
で
の
、
第
４
回
公
判

で
、
裁
判
長
が
元
職
員
に
対

し
、
懲
役
６
年
の
有
罪
判
決

を
言
い
渡
し
ま
し
た
。
公
金

横
領
と
い
う
犯
罪
行
為
を
行

っ
た
本
人
の
公
務
員
倫
理
の

欠
如
や
、
反
社
会
性
が
要
因

で
あ
り
ま
す
が
、
公
判
で
は

公
印
等
の
管
理
が
杜ず

撰さ
ん

で
基

金
台
帳
が
作
成
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
等
、
町
の
会
計
業
務

の
管
理
体
制
に
少
な
か
ら
ず

不
十
分
な
点
が
あ
っ
た
こ
と

も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
公
判
で
の
指
摘
を

十
分
踏
ま
え
、
二
度
と
こ
の

よ
う
な
不
祥
事
を
起
こ
さ
な

い
よ
う
、
ま
た
１
日
も
早
く

町
民
の
皆
様
の
信
頼
を
取
り

戻
せ
る
よ
う
、
再
発
防
止
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
職
員
一

丸
と
な
っ
て
最
善
を
尽
く
し

て
参
り
ま
す
。

　

　

町
内
小
学
校
教
諭
に
よ
る

道
路
交
通
法
違
反
、
酒
気
帯

び
運
転
の
処
分
に
つ
い
て
行

政
報
告
を
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
事
件
に
つ
き
ま
し
て

は
、
逮
捕
以
来
町
民
の
皆
様

を
は
じ
め
町
議
会
議
員
各
位

に
多
大
な
る
ご
迷
惑
と
ご
心

配
を
お
掛
け
し
ま
し
た
こ
と

に
、
改
め
て
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

本
年
２
月
10
日
午
前
０
時

頃
、
遠
賀
町
木
守
の
県
道
で

剣
南
小
学
校
の
教
諭
が
、
道

路
交
通
法
違
反
、
酒
気
帯
び

運
転
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
、
福

岡
地
方
検
察
庁
小
倉
支
部
へ

送
検
、
起
訴
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
４
月
27
日
福
岡
地
方

裁
判
所
小
倉
支
部
で
の
公
判

で
、
裁
判
官
は
教
諭
に
対
し

懲
役
６
ヵ
月
、
執
行
猶
予
２

年
の
有
罪
判
決
を
言
い
渡
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
福
岡
県
教
育
委
員

会
は
同
教
諭
の
刑
が
確
定
し

た
こ
と
に
よ
り
、
地
方
公
務

員
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
５

月
11
日
限
り
失
職
し
た
と

の
通
知
を
５
月
12
日
に
い
た

し
ま
し
た
。
こ
の
事
件
で
裁

判
官
の
主
文
で
は
、
被
告
人

自
身
飲
酒
運
転
を
し
た
こ
と

が
、
３
年
前
か
ら
の
期
間
で

３
回
ぐ
ら
い
あ
っ
た
旨
を
述

べ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る

と
、
飲
酒
運
転
の
常
習
性
も

十
分
伺
わ
れ
、
ま
た
本
件
犯

行
の
発
覚
を
免
れ
よ
う
と
、

知
人
を
通
じ
て
自
車
を
レ
ッ

カ
ー
移
動
さ
せ
よ
う
と
し
て

い
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
被

告
人
の
遵
法
精
神
や
、
規
範

意
識
に
は
相
当
問
題
が
あ
る

こ
と
が
伺
え
る
こ
と
等
か

ら
、
本
件
の
感
情
は
良
い
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た

被
告
人
は
勤
務
先
の
小
学
校

に
お
い
て
教
務
主
任
と
い
う

一
般
の
教
諭
ら
を
指
導
し
そ

の
模
範
と
な
る
べ
き
立
場
に

あ
っ
て
、
本
件
犯
行
は
児
童

や
そ
の
保
護
者
を
含
む
教
育

関
係
者
の
信
頼
を
裏
切
る
も

の
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
合
わ

せ
考
慮
す
る
と
、
被
告
人
は

強
い
非
難
に
値
す
る
こ
と
等

が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
二
度
と
こ
の
よ
う

な
不
祥
事
を
起
こ
さ
な
い
よ

う
、
ま
た
１
日
も
早
く
町
民

の
皆
様
、
保
護
者
の
皆
様
の

信
頼
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
努

力
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
綱
紀
の
厳
正
な
保
持

の
た
め
に
、
全
教
職
員
へ
の

指
導
を
徹
底
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

行 政 報 告
 第３回臨時会と第４回定例会において下記の報告がありました。

「
第
３
回
臨
時
会
」 

元
職
員
の
公

金
横
領
事
件
の
判
決　

 

（
町
長
）
「
第
４
回
定
例
会
」
道
路
交
通
法
違
反
及
び
酒
気

帯
び
運
転
の
処
分 

　
　
　
　
　
　
　
（
教
育
長
）
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